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（３）研究課題名（申請時に記載したものと同じ課題名を記入して下さい。） 
  シグナル伝達タンパク質の動的構造解析 
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（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 

本課題では溶液 NMR を利用し、生理活性脂質の受容体について解析を行った。受容体をメチオニンの

メチル基特異的に 13C 標識し、メチル TROSY スペクトルを測定した。ここに各種リガンドを滴定し、ス

ペクトル変化を観察した。前年度までに用いたコンストラクトではまだ NMR シグナルのオーバーラップ

があり、分離が不十分であった。そこで、１残基のメチオニンのみを残し、他のメチオニンを他のアミノ

酸に置換することで NMR スペクトルを更に単純化した。これにより、リガンド添加に伴う NMR 信号の

変化を明確に識別できるようになった。４種類のアンタゴニストをアポ型の受容体に滴定し、NMR 測定

を行った結果、各々が引き起こす NMR シグナルの変化の程度・様相が異なることを確認した。 
 


